
あけましておめでとうございます！新しい年を迎え、うさぎ組での 
生活も、あっという間に残り３か月となりました。寒さもますます 
厳しくなってきましたが、『けいどろ』や『増えオニ』等、元気いっぱい 
体を動かして友だちと同じ遊びをする楽しさを感じています。「せんせい、 
もっかいやりたい！」「○○ちゃん、いっしょにオニやろうよ！」と 
関わりを深めながら楽しんでいます。 
また、先月はページェント礼拝に聖歌隊として参加した子どもたち。 

大きな声で堂々とさんびかを歌う姿にまた一つ、成長を感じました。 
ぞう組に憧れを持ち、「マリアさんやりたい！」「博士さんになる！」と
保育室で友だちとやりとりをしながらさんびかや台詞など、ページェント 
ごっこを楽しんでいました。 
今月はカルタやすごろく、凧揚げ等、お正月ならではの遊びを楽しみます。 

また、劇遊びでは物語の世界観を共有し、想像を膨らませながら、 
それぞれの役になりきり、台詞を言ったり歌ったりして表現する楽しさを 
一緒に感じながら進めていきたいと思います。 
本年も神さまやたくさんの人々に愛されて、見守られていることに 

感謝し、毎日を大切に過ごしていきたいと思います。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

 あけましておめでとうございます。新しい年を迎え、ひつじ組での 
生活も残すところ３か月となりました。先月のクリスマス礼拝では、 
ぞう組がクリスマスの喜びを伝える姿を見て憧れの気持ちが芽生え、 
「羊飼いの役、かっこよかった！」「宿屋さんになってみたい」と言い
ながら、さんびかや台詞を口ずさみ、クラス内でのページェント礼拝では 
役になりきって言葉と動きで表現することを楽しむ姿が見られました。 
また、「ぞう組さんに早くなりたいな」という声も聞こえてきました。 
子どもたちのこうした意欲、憧れ、表現、伝えることの喜びを大切に 
しながら過ごしていきたいと思います。 
 今月は、お正月遊びや劇遊びに取り組みます。大学のグラウンドでの 
凧揚げやコマ回し、すごろくやカルタなどの伝承遊びを友だちと関わり
ながら楽しみたいと思います。勝ち負けのある遊びをする中で、喜びや 
悔しさなど様々な葛藤を感じる時もありますが、その気持ちに寄り添い 
ながら過ごしていきたいと思います。 
また、劇遊びでは、物語の役になりきって歌ったり言葉を伝えたり、 

表現したりすることを楽しんでいきたいと考えています。友だちと 
一緒にイメージを共有しながらお話を作り進めていく喜びをたくさん 
感じられるようにしていきたいと思います。 

 あけましておめでとうございます。ぞう組での生活も残すところ３か月と 
なりました。先月のページェントの取り組みでは、友だちが長い台詞を 
言えた時、「すごーい！言えたね。頑張ったね。」と自然と拍手が起こり、
みんなで心から喜び合う姿が見られました。「○○くん、今日声が大きか
ったね。」「○○ちゃんの歌よかった！よく聞こえたよ。」など、友だちの
良い所を見つけて認めたり、支え合ったりしながらぞう組のみんなで 
ページェント礼拝を積み重ねていく経験ができ、さらに友だちとの絆が 
深まったように思います。残りの日々も、友だちとの繋がりを大切にして 
過ごしていきたいと思います。 
 今月は、友だちと一緒に過ごす喜びをたくさん感じながら、カルタ・ 
すごろく・コマ回し・凧揚げなど日本の伝統的な遊びに触れて遊びます。 
凧制作は、好きな形の凧を作り、しっぽの長さを調節したり竹ひごの位置を 
考えたりしてどうやったら揚がるのか試行錯誤しながら、楽しく作って 
いきたいと思います。また、劇遊びでは、話し合いを重ねて、イメージを 
共有しながら、みんなで作っていく面白さや楽しさを感じていくことが 
できるように進めていき、大道具や小道具も子どもたちの発想を 
大切にして作っていきたいと思います。 
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ひつじ組では羊飼いの 

役がとても人気です。ある日、 

ベツレヘムの町に本当に行って 

みたいという話題になった時のこと。 
 

Aちゃん「でもさ、ベツレヘムは 

ここから遠いじゃない？ 

ユニコーンに乗らないと 

たどり着けないよ！」 

保育者「ユニコーンって早く  

飛べるの？」 

 Aちゃん「うんそうだよ！めっちゃ 

早いの」 
 

発想力豊かな A ちゃんの  

一言に思わず微笑んで  

しまいました。  

ある日の給食、 

『魚のトマトソースがけ』の 

おかわりにきた A くん。     
Aくん「魚のおかわりください。 

先生、トマトソース  
どしゃぶりにかけて！ 

魚が見えなくなるくらい！！！」  
たっぷりとソースのかかった 

お皿を見て満面の笑みを  

浮かべる A くんでした。  

子どもの表現はかわい 

らしいですね！ 

・・・・・ 

鼻水をかもうとしていた 

Aくん、鼻をティッシュで押さえ 

ながら「ふーんっ！ふーんっ！」と 

頑張っていました。 

その様子を見ていたＢくん。 

Ｂくん「・・・声、出てるやん。。」 

それを聞いて、Ａくんは照れ笑い。 

子ども同士のかわいくて面白い 

やりとりに思わず笑って 

しまいました。 


